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若き日のトルストイと日本

ー一枚の日本地図についてー＊

森光広治＊＊

キーワード：日本地図 クルゼンシュテルンの世界一周 フョードル・トルストイ
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MaTepHaJIOB C APYrHMH 6onee 3Ha暉 TeJibHbIMHco6b!Tlll!Mll 113)Kll3Hll BeJIHKOfO pyccKoro 

IlHCaTeJIJI. 

トルストイによる手書きの日本地図

トルストイは晩年に近づくにつれて、日本を含めた東洋との関係を深めていった。小

西増太郎 (1862-1940)がモスクワに、徳富慮花 (1868-1927)がヤースナヤ・パリ

ャーナに直接トルストイを訪ねたことに関しては、よく知られている。また晩年のトル

ストイは様々な形で日本についてしばしば言及している。これらの事実はトルストイの

世界観の中に日本が入っていたことをはっきりと示している。

それに対して若き日の、 1850年代のトルストイと日本との関係に関しては、日本側、

ロシア側、双方の研究史において全く言及されていない。 1853年のトルストイの日記

の中にある日本地図りについては黙殺されているに等しい。言い換えると 1850年代初

頭におけるトルストイと日本は無関係だとして扱われて来た。確かに日本に関する記事

は日記全体からみればほんの僅かなものである。トルストイが気まぐれに、何とはなし

に日記に記しただけのように見え、何の意味も持たないように見える。

90巻全集の注釈によれば、日記の中にある日本関連の記事は、全てゴロヴニン

(1776 -1831)の『日本廃囚記」からによるものという 2)。しかしゴロヴニンの『日本

虜囚記』には日本地図は記載されていない。地図に関して全集の注釈者は沈黙してい

る。

本論で問題とする日本地図はトルストイの手書きによるものであり、何か手本となる

ものを見ながら書いたものである。つまりトルストイの空想によって書かれたものでは

なく、確かな規範がすぐそばにあった。この日本地図は一応日本の形をなしている。こ

れは手書き日本地図の、空想では書けない正確さを示しているのである。

1853年にトルストイはこの日本地図をカフカスのスタラグラトコーフスカヤ村で書

いた。だから日本地図は 1853年以前の出版でなければならない。トルストイはどの地

図を参照したかについては記していない。果たしてどのような地図がトルストイの手元

にあったと考えられるだろうか。調査の結果、 トルストイと日本地図を直接結びつける

資料は見つからなかった。以下は地図製作史とロシア文学史を手がかりにした推論であ

る。

l) トルストイ 90巻全集、モスクワ、 1934年、第46巻、 pp.283。以下トルストイに関しては (46, 283) 
という形で巻数と頁数のみを記す。
zi Bae皿雌 M11xalinosttqfonoBHHH, ≪3an11cK11巾nornKan11rntta fonoBHl!Ha o npHKJ110qemrnx ero B nnetty y 
叩 OHQeBs 1811, 12 tt 13 ro,11ax≫, CIT6., 1816. 江戸の人口や、日本の時計についての記事が抜き書きされてい
る。
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2 地図の歴史における日本北方図

2. 1 北海道を中心として

61 

1853年以前における日本地図、またはそれを含めた世界地図を考えた場合、候補は

すぐさまいくつかにしぼられる。 19世紀以前は、日本という国の存在はヨーロッパに

知られてはいたが、日本地図に関しては未知な部分が多かった。ましてや正確な地図は

存在していなかった。このことは北海道に注目するとはっきりするのである。 19世紀

に入るまでの測量では主に北海道や樺太が未知なる地域として残されていた。アラゴ

(1790 -1855) 3)、クック (1728-1779)の地図においては北海道が形をなしておら

ず、プロートン (1762-1821)やラ・ペルーズ (1741-1788) 4) による地図において

も北海道は部分的に捉えられたにとどまり、日本は不正確に表示されている。

一方 19世紀初頭、通商関係を求めるロシア側の動きに刺激されて、日本でも北海道

や千島列島、樺太の調査が活発になる。そしてこの時期の地図製作者と言えば、伊能忠

敬の名前を挙げる必要がある。 1800年に南蝦夷地の測量を始め、ロシア側の北太平洋

図に遅れること 12年、 1821年に大日本沿海実測全図が上程された 5)。当時最も正確な

日本地図であった大日本沿海実測全図であるが、これが直接カフカスにいるトルストイ

の手に渡ったと考えることは不可能である。地図は国家機密であり、海外に持ち出され

ることは原則的に禁じられていた。

しかしこれを模写し、国禁を犯して海外に持ち出した人物がいる。これがシーボルト

であり、シーボルト事件として歴史的に記憶されている凡シーボルトは模写した伊能

地図やその他の資料をもとに日本地図を最初に 1840年に、後に 1851年にオランダで出

:ii Jacques Etienne Victor Arago、フランスの劇作家にして旅行家。 トルストイは 1853年の 11月5日から
15日あたりにかけてアラゴの著作 (IIyrewecTB!leBOKpyr ceera. BocnoMHHaHHe cnenoro . CIT6. 1844-1845.) 
を読んでおり、批判的な感想を残している (46, 197)。なお、アラゴの世界地図の中の日本地図は、北
海道が北海道の形をしていない。
4i Jean Francois Galaup De La Perouze、フランスの海軍士官、ルイ 16世の命を受けて 1785から 1788に
かけて年海洋調査に従事する。ヨーロッパ人として初めて宗谷海峡を通過した。その航海記と調査記録
は1797年革命政府によって出版された。ラ・ペルーズは北海道周辺地域を「近代の航海者が後継者にそ
の解釈を残した最重要な地理学上のこの地点」としている。「ラペルーズ世界周航記 日本近海福」小林
忠雄絹訳、白水社、 1988、129頁。
5) この地図の作成が伊能忠敬一人によるものでないことは明らかである。彼の周りにはたくさんの協力
者があった。主な人々の名前を挙げると、師である高橋至時（よしとき、 1764-1804)、理論家の間重
富 (1756-1816)、器府当局との交渉にあたった高橋景保（かげやす、 1785-1829)、渋川景佑（かげ
すけ、 1787-1856)など。また伊能測羅隊の隊員たちの献身的な協力もあり、大規模で困難な集団作業
であった地図作製が成功した。また蝦夷地、樺太調査においては間宮林蔵、最上徳内の功績があった。
6) シーボルトが 1828年日本からの帰国に際して、地図その他の輸出厳禁の品々を所持していたことが当
局に発貨した。詳しくは「シーボルト先生、其生涯及功業」一巻、平凡社、 1967を参考のこと。本論と
の関わりで言えば、シーボルトは高橋作左衛門と書籍の交換をしており、その中にクルゼンシュテルン
の「世界周航記」があった。またシーボルトはロシアと緑が深く、日本から持ち出した地図の正確さを
問うために、クルゼンシュテルンに意見を参考にしている。極めて細い線ではあるが、伊能忠敬の地図
はロシア側にも渡っていたのである。
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版している匹

このシーボルト地図が直接トルストイに渡ったとは考えられない。これを裏付ける資

料はトルストイの近辺には見当たらない。シーボルト地図が一般には普及していなかっ

たことは、 1862年製のイギリスで発行された日本地図が、シーボルト地図を参考にし

ていないことから推測される 8)。このイギリス製日本地図は、表題にロシアのクルゼン

シュテルン (1770-1846)の海図を参考とした、とあるように、主にクルゼンシュテ

ルンの日本地図に従っている。このことは、クルゼンシュテルンが北太平洋地図に関し

て名声が高かったことで説明される。

本論にとって、地理的、時間的条件を考慮すると最も重要なものはクルゼンシュテル

ンによる日本地図（北太平洋図）であろう。 1803年から 1806年にかけて、クルゼンシ

ュテルンを中心としたナデージュダ号、ネヴァ号の両船舶は世界一周の調査旅行を行う。

日本へは 1804年に長崎へ寄港する。クルゼンシュテルンが日本に寄港した理由の一つ

に大使レザノフを送り届けることがある。歴史的には、クルゼンシュテルンの調査より

も、大使レザノフが日本に通商上の関係を求めた事件として知られている。

ナデージュダ号を操ってクルゼンシュテルンは 1805年に北海道や千島列島を含めた

日本の西側の調査をする。世界一周の調査旅行であったが、日本の調査が占める比重は

大きい。地図の作製のみならず、風土、動植物と魚類のスケッチ、人々の様子など、航

海記の 2~3割が日本に割かれている。そして測量された日本地図は、当時としては正

確なものであり、 1809年に出版され、諸外国語に翻訳されている 9)。そしてその地図

は、その後のヨーロッパにおける日本地図作製の礎となった 10)。

3 クルゼンシュテルンとレフ・トルストイをつなぐ人物

伊能ーシーボルト地図と、クルゼンシュテルン地図と、いずれをトルストイは目にし

たのであろうか。ここにレフ・トルストイとクルゼンシュテルンをしっかりとつなぐ人

71 1840年の地図には日本の北方は含まれていない。北方の地図を含めて日本地図を出版したのは 1851年
である。 1851年といえば、すでにトルストイはカフカスに赴任しており、当時の出版事情を鑑みると
1853年までにトルストイがシーボルトの地図を見た可能性は低いと言わざるを得ない。
8) 「伊能忠敬の科学的業績」、保柳睦美編、古今書院、 1974、pp.210。
9)イギリス、フランス、 ドイツ、オランダ、イタリア、スエーデン、デンマーク、で翻訳出版されてい
る。著書はロシア内外で高く評価された。クルゼンシュテルンはイギリス、フランス、デンマーク、 ド
イツでアカデミーや科学協会の会員に選ばれている。 B.M. naceUKHH, ≪11BaH①虹posttqKpy3eH!llTepH≫, 
MocKBa, 1974. C.81. 
IO) シーボルトは水路学者、海洋学者としてのクルゼンシュテルンの仕事を極めて高く評価している。「今
世紀に日本国の領域のなかでなされた諸発見が、ロシアから生まれたことはすでに示されたところであ
る。しかしロシア側からなされたことはそれ以上のものがある。 ・・・く中略＞．．・クルゼンシュテ
ルンのような人物は、まさに世界の海のこの部分における水路測批学を決定的に転換させた創造者であ
る。それを知るためには、彼の「太平洋地図」 Atlasde !'Ocean Pacifiqueとそれに関する彼の「太平洋水
路測漿記録集jを挙げるだけで十分であろう。」 フィリップ・フランツ・フォン・シーボルト、「日本」、
中井晶夫訳、雄松堂書店、 1977、第一巻、 pp.114。
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物がいる。それがフョードル・イヴァーノヴィッチ・トルストイである。レフのおじに

あたるフョードル・トルストイは、「アメリカ人」という綽名で知られる、大変有名な

伝説的人物である。また有名な人物でありながら、従来の研究では触れられることの少

ない不思議な人物である。

フョードル・イヴァーノヴィッチ・トルストイ (1782-1846)は海軍士官学校を出

てプレオプラジェンスキー連隊に勤務、 1803年から始まるクルゼンシュテルンの世界

一周調査船に乗り込む。彼がクルゼンシュテルン率いるナデージユダ号に乗船していた

ことははっきりしている。しかし、ここから彼がペテルブルグヘ戻るまでの間の足取り

がはっきりしない。

公式の説はこうである。日本行きを控えたペトロパーヴロフスクにて、大使付き侍従

団の構成員の変更があった。フョードル・トルストイ、医者プリンキン、画家クルリャ

ンツォフが船を後にし、陸路サンクト・ペテルブルグヘと向かった II)。

しかしこの説だとフョードル・トルストイがアメリカ人と綽名される理由が分からな

い。諸説あるのだが 12)、それらをセルゲイ・トルストイがまとめて次のように述べて

いる。

私は次のような仮説を立てる。フョードル・トルストイのいたずらの後（おそらく

猿にクルゼンシュテルンの日誌を汚させた）、クルゼンシュテルンは彼のことを処分

するために、ナデージユダ号からネヴァ号へ彼を移し、リシャンスキーにロシア・ア

メリカ領で彼を船から降ろすように頼んだのではなかろうか？というのもネヴァ号は

ハワイ諸島でナデージュダ号と別れた後、真っ直ぐにロシア・アメリカ領へと向かっ

たからである叫

セルゲイ・トルストイ説を取れば、フョードルが日本へ行ったとは考えられない。そ

れ故フョードルは日本には寄港していない。

いずれにしても日本にやって来た可能性は低い。だからといって日本とつながりがな

いとは言えない。何故ならナデージュダ号には数人の日本人漂流民が乗船していた。こ

111 H.ct>. Kpy3eHilITepH, ≪TiyTellleCTBHe BOKpyr CBeTB B 1803, 4, 5, II 1806 ro几ax.no noseJJeHHIO ero HMnepaT-
opcKoro BeJJH'!ecrna紅 eKcaH):(paTiepsoro≫. 如 CTbnepBaJI, CTI6., 1809. c., 258. 
121 トルストイ 90巻全集の注解によれば、「彼は若い頃に世界一周の航海に出たのだが、自らの行為のせ
いで下船させられた。アリューシャン列島に滞在し、その後カムチャッカ、そこからシベリア経由でペ
テルプルグヘ婦還した。 ・・・く中略＞．．・トルストイの作品の中では、「二人の軽騎兵j、「戦争と平
和」のドーロホフにフョードルが反映されている」 (46,488)。アリューシャン列島は当時ロシア・アメリ
カ領 (1867年にアメリカに 720万ドルでアラスカとともに売却）であったので、「アメリカ人」という綽
名がついたと考えられている。しかしはっきりとした根拠はない。
131 C.JI. ToncToli, ≪ ①紐opToJJCTOH AMep11KaHel.(≫, MocKBa, 1926. c., 23. 
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れについては大槻玄沢らが当事者らに取材して、『環海異聞』にまとめている 14)。

フョードル・トルストイがナデージユダ号において津太夫らと接触を持った可能性は

十分考えられる。少なくとも同じ船の上で、フョードルが津太夫らを目にしていないこ

とはあり得ない。そしてフョードルが近しい人々にこれらの出来事を語ったことはごく

自然に想像できる。レフ・トルストイは、フョードルとも面識があったが、その家族と

も交流があった。したがってレフ・トルストイが何らかの形でフョードルの体験を耳に

していた、と十分に考えられる 15)。

4 フョードル・トルストイと 19世紀ロシア文学

フョードル・トルストイは 19世紀初頭に活躍した代表的な作家・詩人とたちのほと

んどと交流があった。グリボエードフは『知恵の悲しみ』 16)にフョードルを模した人

物を書き、プーシキンは彼について詩の中で語り 17)、ヴャーゼムスキーとは親密な関

係にあり 18)、ゲルツェンは『過去と思索」の中で幾度かに渡り彼を回想している 19)。

またプーシキンに関して言えば、フョードルとプーシキンは決闘騒ぎまで起こしており、

その後和解し、一度はフョードルがプーシキンの仲人まで努めている。フョードル・ト

ルストイ自身は文学者ではなかったが、彼自身が時代を表す指標的存在であったと言え

る。

レフ・トルストイ自身が『二人の軽騎兵』 (1856) においてフョードル・トルストイ

を描いている。『二人の軽騎兵』は、 トウルビン親子二世代についての物語である。父

のフョードル・トウルビンは、 19世紀初頭、プーシキンの時代を生きている。親がプ

ーシキンの時代であるならば、子のトウルビンは、レフ・トルストイの時代であり、こ

の点で「父と子」という主題によっても読むことができる。しかしトウルゲーネフの

『父と子』に見られるような父と子の直接的対立はない。『二人の軽騎兵」は、 トルスト

イの作品の中でも言及されることが極めて少ない作品である。これまで思想的にも美学

14)仙台出身の津太夫、儀平、左平、太十郎の 4人。「環海異聞 本文と研究」大槻玄沢、志村弘強絹、杉
本つとむ他解説、八坂書房、 1986、pp.32または pp.384。415から 416頁にかけて長崎におけるロシア側
の主な乗組員の名前が挙げられているが、そこにフョードルの名前はない。
15)カフカス時代のトルストイの手紙にフョードルの妻EBAOKT月MaKCIIMOBHaの名前が見られ、またレフ
と仲の良かった B.C.Ilep伽JibeBはフョードルの娘IlpaCKOB訊①紐opOBHaと結婚しており、カフカスに赴
任する直前まで彼らにモスクワで会っている (46,40.45)。
16)第4猫第4場、レペティーロフの独白、 "Ho咄 OIip四60甘HIIK,且yeJIIICT./ B KaM<JaTKy COCJiaH 6b1Jl, sep-
HYJICll aJieyroM, / 11 KpenKO Ha PYKY He'll!CT,"八.!1.① OHBll3l!H, A.C. fp116oenos, IlbeCCbl, MocKBa, 2001. c., 247. 
171 1820年のエピグラム、 "8)1(113HI!Mpa'!HOII II npe3peHHO廿．．．”また 1821年のチャーダーエフに宛て
た詩の中の一節、 "!1n11巾IIJIOC呻a,KOTOpbl月snpeJKHI! neTa / Pa3spaToM H3YMIIJI'leTbipe <JaCTI! csern"におい
てフョードルに言及している。
181ヴャーゼムスキーには「トルストイに」という詩がある。 TI.A.Bll3eMcK雌， CO咄 HeHl!llB ABYX TOMaX. 
MocKBa, 1982. C., 88. 

I9) A.H. repueH, ≪nblJIOe II AYMhJ≫, MoCKBa, 1983, TOM 1, c., 250.251, TOM 2, c., 134. 
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的にも論じられることが少ない一つまり芸術的完成度が低い作品として考えられて来

た。今仮に初期作品群を『幼年時代』 (1852)から『コサック』 (1861) までジャンル別

に概観した時、『幼年時代』に始まる三部作と『地主の朝J(1856)、『コサック』を自伝

的作品群とし、『侵入』 (1853) に始まる一連のカフカスものとセヴァストーポリ三部作

を軍隊小説群とし、『吹雪』 (1856)、『リュツェルン』 (1857)、『アルベルト」 (1858) な

どを、作家がカフカスからペテルプルグに移り、美学論争に巻き込まれて行った時代の

作品群とする。この時『二人の軽騎兵』はいずれのジャンルにも分類しにくい。他の作

品に見られるような目立った特徴がないからである。

ただし本論にとって『二人の軽騎兵』は、作家レフ・トルストイとフョードル・トル

ストイ、さらにはクルゼンシュテルンヘと関係を繋げる重要な作品である。トルストイ

は後に回想録の中でフョードルに触れ、「魅力的な人物であり、もっと彼の事を描きた

い」と述べている。「彼の事をもっと描く」という言葉はフョードルの世界一周航海も

含んでいたと十分に考えられる。

上に考察したように、 トルストイはおじのフョードルをよく知っていた。子どもの頃

直接会っているし、親族とはよく行き来があった。フョードルがクルゼンシュテルンの

世界一周調査旅行に同乗したことは、近しい人々から聞かされたことであろう。『二人

の軽騎兵』ではおじのフョードルを指標として自分の属する時代を考えている。

このようにクルゼンシュテルンとフョードル・トルストイ、レフ・トルストイは関係

付けられる。だがクルゼンシュテルンからトルストイの手書きの日本地図へはまだ遠

い。

以下に手書きの日本地図を分析する。

5 地図の分析

18世紀から 19世紀半ばまでの西洋におけるアジア地図を概観した時 20)、クルゼンシ

ュテルンの地図を除けば、 1840年代以降より各国の諸地図における北海道の形が格段

に良くなってゆく 21)。北海道に限れば、時期的にみてトルストイはクルゼンシュテル

ンの日本地図を参考にしつつ日本地図を書いた可能性が高いと思われる。しかしそう断

定するためにはいくつかの疑問に答えなければならない。一つは経線・緯線の問題であ

る。

20)図書館で閲覧することができた地図以外はウェプ上で確認した。「蓋田文庫特別展jhttp:/ /www.lib. 
meiji.ac.jp/ ashida/ display/ exhibit-2004/index.html、
「西洋古版アジア図』 http://www.library.osaka-u.ac.ip/tenii/maps/maps.htm、‘、Alabamamap" http:// 
alabamamaps.ua.edu/historicalmaps/asia/index.htmlを参考にした。
21)前掲の‘、Alabamamap, historical maps,"における"Asia,continent,1840-1861"を参考にした。
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トルストイによる日本地図では、北海道（トルストイの地図ではエソ、マツマイとな

っている）の真ん中あたりを 160゚ の経線が通っている。また、 18世紀末から 19世紀

初頭にかけて、メルカトル図法が主流となってくるのであるが、 トルストイの地図は明

らかにメルカトル図法ではない。ラペルーズ、ブロートン、クルゼンシュテルンなどの

地図ではメルカトル図法が採用され、経度・緯度は今日のそれに極めて近づいている。

北海道を 160゚ の経線が通るのは古い地図である。 18世紀から 19世紀初頭にかけて、

北海道のあたりを 160゚ の経線が通る地図は複数存在する。その中でも注目すべきは、

ロシアのシベリア・太平洋北部地図が伝統的に北海道=160゚ を採用している事であ

る。

北海道のあたりを 160゚ の経線が通るということは、本初子午線（度数を計る基準の

子午線）は、アフリカの西、カナリア諸島のあたりを通ることになる。この基準は古く

は古代ギリシャでもプトレマイオスによって使用されていた。ロシアではアカデミー版

の公式地図は本初子午線＝カナリア諸島を採用している。またシベリア一西アメリカ地

図でも同じ基準が使用されている。それ故トルストイは日本地図を書く時に、古いタイ

プのシベリア・北太平洋地図、あるいはアジア地図を参考にしていたのではないかと考

えられる。

もう一つの問題は、 トルストイの地図における「日本海」、「朝鮮海峡」（対馬海峡）、

「樺太ーサハリン」という呼称である。 18世紀から 19世紀半ばまでのアジア地図、シ

ベリア極東地図を調査した結果、「日本海」という呼称が定着するのは、ラペルーズ以

降である。それ以前ば'seaof Corea", "sea of Korea", まれに「オリエンタル海」、「カム

チャッカ海」と書かれている。

つまり本格的な日本沿岸、北海道、樺太、千島列島の測量が進むにつれて「日本海」

という呼称が定着する。クルゼンシュテルンによってこの呼称はヨーロッパ地理学、水

路学に定着した。これは一般にもよく知られている。

「朝鮮海峡」という呼称もまた 18世紀の地図ではほとんど見かけない。初見が 1800

年の地図である。その後 19世紀に入って定着したかのように見えるが、地図によって

は何も呼称を使用していないものが多々ある。

これらを鑑みて言えるのは、経線・緯線に関しては、 トルストイは古い地図を参考

にしている。しかし北海道の形、「日本海」、「朝鮮海峡」という呼称は 19世紀以降、

両者が併用されるのはクルゼンシュテルン以降のものである。つまりトルストイは少

なくとも新旧 2種類以上の地図を参考にしており、古い方（おそらくロシア・アカデ

ミーのシベリア・極東地図）かまたは両方が世界地図＝アトラスであったことがほぽ

確実である 22)。古い形式と新しい内容が混在しているのである。いずれにしても北海
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道の形、「日本海」、「朝鮮海峡」の呼称に関しては、クルゼンシュテルンに依ったか、

あるいはクルゼンシュテルンの地図に基づいた地図を参考としている可能性が高い。

唯一の例外は、当時の日本地図としては異色の山田聯による「地球輿地全図」 23) (文化

7年/1810年）である。この地図はロシア、中国、日本の情報を総合して作られ、円

錐図法を用い、北海道=160゚ を採用し（ロシアの地図の影響と思われる）、「日本海」

の表記がある（「朝鮮海峡」は無い。またサハリンが2島に分かれている。このためト

ルストイの地図とは関係がないと思われる。）

1840年から 1850年にかけての海外の古地図の中で、①北海道がおよそ北海道らしい

形をし、② 「日本海」と「朝鮮海峡」の呼称を使用しているものは、 Boyton(1841)、

Arrowsmith (1842)、Woodbridge(1845)、Thomas(1846)、Mitchell(1846)、Vuillemin

(1850) (いずれも‘、Alabamamap"による）などがある。このうち 1850年にパリで出版

されたVuilleminの地図が最もトルストイによる地図に近い。それは③サハリンの呼称

とともに樺太の文字が並記されているからである。しかしシーボルトの地図を含めて、

これら 1840年代以降のヨーロッパで作成された地図が、カフカスで生活しているトル

ストイの手元にあったとは考えにくい。またシーボルトを除いて、クルゼンシュテルン

の日本地図から上記の諸地図が進化しているとも言い難い。中には明らかに退化してい

る地図もある。そもそも海外の諸地図はシベリア、ユーラシア北部、極東アジアに関し

てはロシアの地図を参考としているケースが多い。トルストイが自国の権威ある地図で

はなく、遠い海外の情報源が確かでない地図を参考にしたと考えるのは不自然ではない

だろうか。

まとめ

以上トルストイと日本地図のつながりを、フョードル・トルストイを仲介者として考

察した。直接の証拠は見当たらなかったが、現時点ではトルストイはクルゼンシュテル

ンの地図を直接参考としたか、あるいはクルゼンシュテルンの調査した結果に基づいた

何らかの地図を参考としたと考えられる。この点は従来の研究では問題視されず、言及

されなかった。ロシア側の研究からすれば、このトルストイの日本地図は、作家の手遊

びにすぎないであろう。

これは、 トルストイが一瞬日本に対して興味を示した、ということに留まらない。日

本、特に北海道以北、サハリンは世界地図上の未知なる部分であった。今日我々が視覚

221 1853年のこの時期の日記の中に、「2時間アトラスで勉強した」とあり、さらには「バタヴィアは
130゚ であり・・・」というジャワ島バタヴィアの記述がある。
四）前掲のウェプサイト「蓋田文庫特別展」所収。
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酌に捉える世界地図というものが、当時は未完成であった。これは世界観、世界理解の

問題である。日本はトルストイにとって、視覚的に捉えられない世界観の余白であった。

1850年代初頭のカフカスにおいて、 トルストイはその世界観の余白部分を埋めるべく、

日本地図を書き写した。これ自体は些細な出来事である。些細な出来事であるが、 1853

年の日本地図と、作家の晩年の日本とのつながりを無関係とすることはできない。トル

ストイの日本への関心は、 1890年代以降土地問題や非戦論を焦点としつつ、日露戦争

において大きなものへと発展したのである。
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転写した地図の出典
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（出版年不明、オリジナルは 1813年にペテルプルグで出版された。）
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図 1

1853年10月、 トルストイによ る手書の日本

地図。全体として正確とは言えないが、 一応北

海道がそれと分かる形を している。

図3

ラペルーズによる日本地図。北海道の東半分

が測蓋されている。

図4

クルゼンシュテルンによる北太平洋図。クル

ゼンシュテルンは樺太を半島だと誤解したが、

これは後に訂正される。




